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第３６回全日本アルティメット選手権大会 決勝 

2011 年 10 月 22 日（土）、夢の島競技

場（東京都江東区）にて第 36 回全日本ア

ルティメット選手権決勝が開催された。 

全国 89 チーム、1409 名が参加した今

年の全日本選手権の王座を決めるこの決

勝の舞台、オープンは前人未到の 13 連覇

を狙う文化シヤッターBuzzBullets と、チ

ーム創設以来、初の全日本決勝進出を果

たし初優勝を狙う大阪スピリッツとの対

戦に、ウィメンは 3 連覇を狙う壱と、4

年ぶり 4回目の優勝を狙うHUCKとの対

戦となった。 

ここ数年、世界の舞台で好成績を収めてきた日本のアルティメット。2012 年に開催される世界選手権大会の日
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本開催が決定し、ますます盛り上がってきた日本のアルティメット。ハイレベルな試合に、観客の期待が集まっ

た。 

 

ウィメンウィメンウィメンウィメン決勝決勝決勝決勝 

ウィメンの部決勝は、昨年と同カードとなる、

壱 対 HUCK の対戦。昨年の雪辱を晴らした

い HUCK は、本大会準決勝で優勝候補の一角で

ある MUD を１７－６の大差で下し、勢いをつ

けて決勝戦に乗り込んできた。好ゲーム必至の

このカードに、午前中から多くの観客が集まっ

た。 

試合は、壱のオフェンスから始まった。昨夜

からの雨は試合開始前にようやく上がり、まず

まずのコンディションとなった。最初の1点は、

両チームターンオーバーをするものの、オフェ

ンスキープで壱が得点した。続く HUCK もオフェンスをキープし１－１とし、両者譲らずオフェンスが確実に得

点を重ねていく中、３－３の時点で雨が強くなり、ディスクがすべりやすいコンディションとなってきた。この

天候がどのように左右するか注目された。この天候を利用し、壱がゾーンディフェンスをしかけ揺さぶりをかけ

るが、HUCK は確実なパスワークで、最後は雨の中アップサイドダウンスローで得点。４－４とし観客を沸かせ

た。 

試合が動いたのは、雨が弱くなってきた前半の終盤、８－７で壱が１点リードの局面で、ついに壱がブレイク

（ディフェンスからスタートし、ディフェンスに成功してその後のオフェンスで得点すること）に成功。均衡が

破れ、９－７とし前半を折り返した。 

後半は HUCK のオフェンスから始まった。

HUCK のオフェンスにスローミスがあり、壱は得

点を引き離すチャンスであったが、そのチャンス

は生かせず、HUCK が得点。９－８で HUCK は

粘りを見せる。その後壱が１０－８とした次のセ

ット、HUCK オフェンスでスローがラインを割り

ターンオーバーを起こすと、そこから壱が 3 連続

ブレイク。壱の強みであるマンツーマンディフェ

ンスの前に、HUCK のオフェンスが止まってきた

のだ。壱は１３－８と一気に点差をつけた。 

ここからは HUCK もペースを取り戻し、確実に

オフェンスセットが得点を重ねるが、壱のオフェンスをとめられない。終盤には壱の浪切選手がゴール前でダイ

ブカットし、キャラハンゴール。勢いをそのままに試合を進めた壱は決勝点である 17 点目を得点。１７－１２で、

壱は全日本選手権 3 連覇を収めた。 
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オープンオープンオープンオープン決勝決勝決勝決勝 

オープンの部は、全日本優勝１３連覇を狙う文化シヤッターBuzzBullets と、西日本から初の決勝進出そしてチ

ーム創設初の決勝進出となる大阪スピリッツとの対戦となった。 

 １２年間不動のチャンピオンである文化シヤ

ッターBuzzBullets は、近年若手選手の育成に力

をいれ、若手中心セットの出場回数が増えてきて

いる。若返りしてもなお強さを維持する「チーム

力」の文化シヤッターBuzzBullets に対し、準決

勝で最大 5 点差を大逆転し、決勝戦に名乗りをあ

げた大阪スピリッツが、どうやって喰らいつくか。

全日本決勝で文化シヤッターBuzzBullets と対戦

する緊張感は、観客席まで伝わってくるほどに大

きなものがある。これまでいくつかのチームが挑

んできたが、序盤、とくに最初の 1 点目をとり、

自分チームのペースに乗せていく事が本当に難しい。大阪スピリッツが、最初のオフェンスで得点してペースを

つかむことが出来るか注目された。 

試合は、大阪スピリッツのオフェンスから始まった。注目のオフェンス、文化シヤッターBuzzBullets のマンツ

ーマンディフェンスに対し、なかなかディスクを前に進めることが出来ず苦しい展開となるが、中村選手を中心

とした確実なパス回しで粘り、最後はアップサイドダウンスローで得点、１－０とした。順調な立ち上がりだ。 

対する文化シヤッターBuzzBullets のオフェンス、いつもの中盤をフリーでつなげる展開で得点１－１とした。 

続く大阪スピリッツのオフェンスでミスが出てターンオーバー、若手中心セットの文化シヤッターBuzzBullets

は速攻をしかけ得点、２－１と逆転した。ここで粘りたい大阪スピリッツだったが、ロングシュートがわずかに

長くターンオーバー。反対に文化シヤッターBuzzBullets がロングシュートを決め３－１と点差を広げる。このセ

ット、文化シヤッターBuzzBullets はオフェンスで、最近主流となっているホライゾンタルオフェンスではなく、

かつて主流であったスタンフォードオフェンスを採用したことも注目だ。 

この後文化シヤッターBuzzBullets は 2 連続ブ

レイクで４－１と点差を広げる。５－３の局面で

は、大阪スピリッツがゾーンディフェンスを仕掛

けるが、文化シヤッターBuzzBullets は落ち着い

てゾーンを崩し６－３とし、その後再び 2 連続ブ

レイクで８－３、大阪スピリッツは、強烈なマン

ツーマンディフェンスのプレッシャーの中、パス

をつなぐものの最後まで点が取りきれない場面が

多く、じりじりと点差を広げる展開となり、９－

４で前半を折り返した。 

5 点差は、大阪スピリッツが準決勝で逆転した

点差だ。後半最初のターンをブレイクで始めたい大阪スピリッツであったが、文化シヤッターBuzzBullets は手堅

く短いパスでつないで得点。さすがに試合の要所を押さえた展開だ。その後 3 連続ブレイクで一気に１３－４と

引き離す。続くターンで、ようやく大阪スピリッツは後半 1 点目をあげ１３－５とする。その後はオフェンスが

ペースを取り戻し毎回得点を重ねるが 9 点差は大きかった。最後は、文化シヤッターBuzzBullets が、鮫島選手か
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ら松野選手へのロングシュートで決め、１７－８で優勝。13 連覇とし、全日本選手権大会の連覇記録を更新した。 

 

今年の全日本選手権は、昨年に続きオープン、ウ

ィメンともに点差がついた結果となった。ウィメン

は、これまで壱、HUCK、MUD で拮抗した優勝争

いが続いていたが、この 2 年間の全日本選手権を見

ると、壱が一歩抜け出した感がある。またオープン

については、他のチームが年の経過とともに勢力図

が変化しているのに対し、文化シヤッター

BuzzBullets は見事若返りを果たし、その強さを維

持して世界照準でさらに強化をしている。もちろん

スター選手を数多く擁するチームではあるが、その

強さの秘訣はチーム力であろう。 

２０１２年 7 月、大阪府堺市にて世界アルティメット＆ガッツ選手権大会が開催される。開催国である日本は、

当然ながら優勝への期待がかかる。この全日本決勝の舞台を踏んだ選手たちが中心となり、世界一に向けたチャ

レンジがすでに始まっている。 

世界選手権大会と、さらにそれを経験した選手たちが参加する次の全日本選手権大会。２０１２年はアルティ

メットから目が離せない。 

 

第３６回全日本アルティメット選手権大会 予選・本大会 

2011 年 9 月から 10 月にかけて、各地で全日本アル

ティメット選手権大会の予選・本大会が開催された。

各地の大会の模様を追った。 

 

西日本地区予選西日本地区予選西日本地区予選西日本地区予選 

【西日本地区予選】 

西日本予選は台風の影響による豪雨から一転、清々

しい秋晴れのなか開催された。場所は今回初めてとな

る J-GREEN 堺。2012 年 7 月にはここでアルティメ

ットの世界選手権大会が行われる予定である。今年は

オープン 16 チーム、ウィメン 9 チームがエントリーし、両カテゴリーとも 5 チームの本選出場枠をかけて争われ

た。順位以外にも斑、Hey-Hoooo、四天王寺大学 HEART など新規参加チームがどこまで実力を発揮できるのか、

また新しく設立されたスピリットオブザゲーム賞の行方なども注目である。 

[オープン] 

 オープンは全勝のチームが無いという大混戦となった。そのなか 1 位を奪取したのは昨年の雪辱を果たした

大阪スピリッツだった。2 位は決勝まで他チームを寄せ付けなかった大阪体育大学 BOUHSEARS。3 位には大阪

スピリッツと TIBETS に勝利した同志社大学 MAGIC。3 位決定戦には敗れたものの確実に本選出場を決めた

TIBETS が 4 位。そして 5 位はこれが嬉しい本戦初出場の博多ハッカーズとなった。オープンではこれが九州勢

初の本選出場である。 



 5 

[ウィメン] 

ウィメンは安定した強さで盤石の地位を築いている大阪体育大学 BOUHSEARS が今年も危なげなく 1 位通過

を決めた。2 位はびわこ成蹊スポーツ大学 LAKERS が返り咲き、3 位には初出場ながら Hey-Hoooo が入った。

Hey-Hoooo は関西学院大学 ARROWS の OG が主体となっている社会人チームである。最近では本選出場の常連

となっている博多ハッカーズが 4 位となりアベック本選出場を果たした。5 位には強豪関西学院大学 ARROWS を

降した近畿大学 MAFFIA が滑り込んだ。 

 なお、初の栄誉であるスピリットオブザゲーム賞受賞チームはオープンは斑、ウィメンは佛教大学 Sallian∞

Joseph となった。ちなみに斑はびわこ成蹊スポーツ大学 LAKERS の OB が主体となっている社会人チームであ

る。 

 

中部地区予選中部地区予選中部地区予選中部地区予選 

【中部地区予選】 

全日本アルティメット選手権大会中部地区予選会が９月１７日～１９日まで岡崎市中央総合公園にて行われた。 

 [オープン] 

 オープン部門は昨年３位決定戦で涙をのんだ LINK が準々決勝で SQOAL を、準決勝で A.G.Funks を、決勝で

信州大学を倒し予選１位突破を果たした。２位突破は信州大学！予選リーグで A.G.Funks を倒して波にのると、

準決勝では中京大学を１点差で倒し、決勝の LINK とも接戦を演じ本戦初出場を果たした。３位突破は安定した

強さを見せる中京大学。４位は本戦をかけた準々決勝で信州 Roots を１点差で倒した A.G.Funks が予選突破を果

たした。 

 今年から始まったスピリットオブザゲーム賞は、ウィメンは壱、オープンは信州 Roots と SQOAL が同率で表

彰された。 

[ウィメン] 

今年のウィメン部門は５チーム総当たりリーグで予選を行った。予選１位突破は全日本選手権２連覇の壱。昨

年より主力メンバーが２人抜けたが、その穴を感じさせない試合展開で相手を圧倒、中京大学以外は１点以下に

抑え女王のアルティメットを見せつけた。   

２位突破は学生選手権優勝の中京大学。壱以外は相手チームの得点を一桁に抑えたが多数の中京大学 OG を擁

する壱には一歩及ばなかった。来年に期待したい。３位突破はブービーズ、粘る愛知学院大学や静岡大学を振り

切り本戦初出場を果たした。 

 

東日本地区予選東日本地区予選東日本地区予選東日本地区予選 

【東日本地区オープン 1 次予選】 

昨年本戦出場枠が 8 チームと減り、今年は更に 7 チーム

に減るという厳しい状況で、25 チームが 5 つのリーグに

分かれて 2 次予選進出の 16 チームを決める戦いが行われ

た。D リーグではサムライが学生選手権優勝の上智大学

FREAKS に 17 対 15 で辛勝してリーグ 1 位となると、E

リーグでは学生選手権東日本地区予選 1 位の早稲田大学

SONICS がクルーズ、DISCMANIA を接戦のすえ破りリ

ーグ 1 位を勝ち取るなど、随所に好ゲームが展開された。 

【東日本地区オープン 2 次予選】 
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16 チームがトーナメント形式で行われる 2 次予選では、1 回戦を勝ち上がった 8 チームがベスト４を掛けて対

戦、1 次予選で学生選手権優勝上智大学 FREAKS に勝利したサムライに学生選手権 5 位の早稲田大学 SONICS

が 17 対 12 で勝ち上がり本戦出場を決めるなど、文化シヤッターBuzz Ballets、LOQUITOS、上智大学 FREAKS

がベスト４に勝ち上がり本戦出場を決めた。 

本戦出場残り 3 枠を 4 チームで争う事となった 5 位～8 位決定戦では、BOMBERS 対サムライ、武蔵野ピーチ

対独協大学 WAFT!の組合せ。奇しくも両チーム 14 対 12 のスコアーとなり、追いつけそうで追いつけないという

試合展開の中 BOMBERS と武蔵野ピーチが勝ち上がった。最後の１枠を掛けた対戦は、１試合毎に実力を上げて

来た勢いのある独協大学 WAFT!と、あと少しの所で勝利を掴み取れずにいたサムライの対戦となった。結果は 17

対 9 でサムライが勝利したが、独協大学 WAFT!のこの大会での成長は見ているこちらからも驚きと称賛に値する

ものだった。 

この 2 次予選では総じて学生が 1 試合毎にレベルを上げている様子が目立った様に思う。また、スピリットオ

ブザゲーム賞には最後の 1 枠を掴み取ったサムライが受賞した。 

 

【東日本地区ウィメン予選】 

東日本ウィメンの部予選は、１４チームが本戦出場を

かけ３日間のリーグ戦での戦いとなった。 

初日と２日目を１次リーグ、３日目を２次リーグとし、

８枠の本戦出場権をかけての試合、１次リーグはどのリ

ーグも社会人のチームが上位をしめ、学生チームとの対

戦時に大きく得点差の開くゲームが多かった。そんな中、

日本体育大学 BARBRIANS 対えびみりんの試合は最後

の一点を争う激しい試合展開となった。結果１３対１２、

スロー力を活かしたオフェンスを得意とするえびみりん

を勢いのあるディフェンで押さえチャンスをものにした日本体育大学の勝利、２次リーグへの期待が高まった。 

３日目の２次リーグは、１次リーグの順位ごとに対戦相手が組まれた東日本予選順位決定戦。注目は、１次リ

ーグで勢いにのった日本体育大学と例年東日本予選の一位二位を争う HUCK、MUD の順位決定戦。HUCK、MUD

はともに安定した試合展開で予選決勝をむかえた。両チームとも互いをよく知った同士、大きく正確なロンング

スローを起点に果敢にゴールを攻め合い、後半最後まで結果が見えない熱い戦いとなった。結果は MUD の勝利

で予選一位通過となったが、両チームとも本戦でも順当に勝ち上がるともう一度準決勝で対戦する可能性のある

トーナメントとなっているため、まだまだ目が離せない。 

なおスピリットオブザゲーム賞には HUCK が選ばれた。 

 

本大会本大会本大会本大会 

[オープン] 

今年の本戦は、波乱の幕開けとなった。前日からの暴風の影響で本部や会場のテントが壊れ、試合直前には暴

風に加えて叩きつけるような激しい雨となり、試合開始を急遽遅らせることになった。2 時間後に試合再開となっ

たが、初日も二日目も風が強い中での開催となった。 
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オープンは、決勝進出に向けて熾烈な争いが

繰り広げられた。準々決勝では東日本 3 位の早

稲田大学と同じく東日本 4 位の LOQUITOS の

対戦。こちらも早稲田大学が 1 点差で勝利した。

別の山では、西日本 1 位抜けの大阪スピリッツ

と同じく西日本 2 位抜けの大阪体育大学

BOUHSEARS の対戦。西地区予選では、1 点差

でスピリッツが勝利したが、今回も 1 点差でス

ピリッツが勝利し、準決勝へとコマを進めた。

準決勝のカードは大阪スピリッツと上智大学

FREAKS。最大 5 点差を逆転し、大阪スピリッ

ツが西日本のチームとして初の決勝進出を決め

た。もう一方の山からは、12 連覇中の文化シヤッターBuzz Bullets が危なげなく決勝進出を決めた。 

[ウィメン] 

ウィメンの注目のカードは、準決勝の MUD 対 HUCK。東日本予選では MUD が勝利し、東日本 1 位抜けで本

戦に臨んでいる。決勝進出に向けて意地と意地のぶつかり合いは、ふたを開けてみると大差がつき、15 対 6 で

HUCK が決勝進出を決めた。もう一方の山からは、2 連覇中の壱がこちらも危なげなく決勝進出を決めた。 

 

風が強く、特に初日は天気の悪い中での試合を行った選手の皆様には大変過酷な本戦となったと思います。そ

んな大変な状況下でも一生懸命フライングディスクを追っている選手たちを見てとても勇気付けられました。 

 

 

オープン 優勝 文化シヤッターBuzzBullets           ウィメン  優勝 壱（UNO） 
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オープン 準優勝 大阪スピリッツ              ウィメン 準優勝 HUCK 

 

個人賞個人賞個人賞個人賞 

オープン MVP 若谷 慎吾 選手（文化シヤッターBuzzBullets） 

ウィメン MVP 伊藤 まどか 選手（壱） 

 

 

オープン 敢闘賞 福島 毅 選手（大阪スピリッツ） 

ウィメン 敢闘賞 小堀 由香里 選手（HUCK） 
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本戦結果本戦結果本戦結果本戦結果 

オープンの部 ウィメンの部 

優勝 文化シヤッターBuzz Bullets  優勝 壱（UNO） 

2 位 大阪スピリッツ 2 位 HUCK 

3 位 早稲田大学SONICS 3 位 MUD 

4 位 上智大学FREAKS 4 位 大阪体育大学BOUHSEARS 

5 位 大阪体育大学BOUHSEARS 5 位 BOMBERS 

6 位 ＬＯＱＵＩＴＯＳ 6 位 日本体育大学BARBARIANS 

7 位 信州Roots 7 位 中京大学Naughty Kids 

8 位 Link 8 位 えびみりん 

9 位 サムライ 9 位 TRIGO 

10 位 TIBETS 10 位 日本大学Hummingbirds 

11 位 同志社大学MAGIC 11 位 Hey-Hooo 

12 位 武蔵野ピーチ 12 位 びわこ成蹊スポーツ大学LAKERS 

13 位 A.G.FUNKS 13 位 上智大学FREAKS 

14 位 中京大学FLIPPERS 14 位 博多ハッカーズ 

15 位 博多ハッカーズ 15 位 近畿大学MAFFIA 

16 位 BOMBERS（失格） 16 位 ブービーズ 
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第２回アジア・オセアニアアルティメット選手権大会 

 

2011 年 12 月 1 日～4 日台湾の高雄市のワールドゲームズ・スタジアム他を会場に開催された WFDF（世界フ

ライングディスク連盟）主催第 2 回アジア・オセアニアアルティメット選手権大会において、日本代表チーム

は前回（2007 年）に引き続き優勝した。 

 今回は、6 つの国と地域（オーストラリア・チャイニーズ台北・香港・インド・日本・シンガポール）が参加し、

オープン（年齢・性別不問）部門とミックス（男女混合）部門の 2 部門で日本代表チームは優勝を飾り、フェア

プレイ賞にあたる「スピリット・オブ・ザ・ゲーム賞」も 2 部門とも参加全チームの投票により日本が選ばれた。 

 この優勝により、来年 7 月 7 日～14 日大阪府堺市 J-GREEN で開催される WFDF 世界アルティメット＆ガッ

ツ選手権大会での優勝に向けて日本代表チームに勢いがつくことが期待される。 

 

Ｏｐｅｎ（オープンの部） Ｍｉｘｅｄ（ミックスの部） 

優勝 Japan 優勝 Japan 

2 位 Chinese Taipei 2 位 Australia 

3 位 Singapore 3 位 Chinese Taipei 

4 位 India 4 位 Singapore 

  5 位 Hong Kong 
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日本アルティメット協会 始動！ 

 

 2011 年 6 月に、日本アルティメット協会が設立されました。ここでは日本アルティメット協会の設立の背景、

目指すもの、組織体制をご紹介します。 

 

日本アルティメット協会（Japan Ultimate：通称 JU）はフライングディスク競技の一種目であるアルティメッ

トを統括する団体であり、特定非営利活動法人日本フライングディスク協会（Japan Flying Disc Association：通

称 JFDA）に加盟する下部組織としてアルティメットの普及及び振興を図り、国民の心身の健全な発達、青少年の

健全な育成とともに明るく豊かで活力ある社会の実現に寄与することを目的としています。 

 

■ビジョン 

・アルティメットの競技技術を向上させて【強いニッポン】を実現する。 

・アルティメット競技を【広く知らしめる】ことで次世代の競技者を増やすとともに、【競技環境の整備】を推進

する。 

 

● 【強いニッポン】とは？ 

・日本代表による世界制覇（全部門）の具現化 

・日本代表のみならず、日本全体の技術強化（指導者の養成、代表候補選手の発掘／育成） 

 

● 【広く知らしめる】とは？ 

・競技者の数的増強 （見せる大会づくりとメディアの有効利用、ジュニア世代へ体験機会の創造） 

・セルフジャッジを通しスピリット・オブ・ザ・ゲーム(Spirit Of The Game)を訴求 

 

● 【競技環境の整備】とは？ 

・競技者の満足度ＵＰ（モチベーション） 

・良質なグラウンドの確保（ディビジョン・リージョンごと） 
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■事業概要 

（１）アルティメットの総合的な普及振興を図ること。 

（２）アルティメット技術の研究及び指導技術の研究並びに指導員の養成、登録に関すること。 

（３）アルティメットのルールに関すること。 

（４）ＪＦＤＡが主催する文部科学大臣杯全日本アルティメット選手権大会などの競技会を主管するとともに、

アルティメットの各種競技会をＪＦＤＡ公認のもとで主催すること。 

（５）国際大会に派遣する日本代表チームの役員及び選手の選定に関すること。 

（６）アルティメットに関する組織の育成強化及び発展のための支援を行うこと。 

（７）アルティメットに関する指導資料等の刊行に関すること。 

（８）アルティメットの用具認定に関すること。 

（９）その他、本会の目的を達成するために必要な事業。 

 

■役員構成 

会長 吉田 昭彦 ※日本フライングディスク協会 理事長 

※BULA JAPAN 代表 

副会長 河野 淳一 ※日本フライングディスク協会 副理事長 

理事長 本田 雅一 ※日本フライングディスク協会 理事 

理事 大井 誠  ※日本アルティメット協会 事務局長 

理事 吉川 洋平  ※日本アルティメット協会 強化委員長 

理事 依田 誠 ※日本アルティメット協会 運営委員長 

理事 岩間 卓栄  ※日本アルティメット協会 事務局／学校教育担当 

理事 大串 亘 ※日本アルティメット協会 事務局／学生連盟担当 

 

■組織関連図 

 

JFDA理事会JFDA理事会

JFDA事務局JFDA事務局

都道府県
協会

都道府県
協会

ｶﾞｯﾂ
委員会

ｶﾞｯﾂ
委員会

ｵｰﾊﾞｰｵｰﾙ
委員会

ｵｰﾊﾞｰｵｰﾙ
委員会

日本日本日本日本アルティメットアルティメットアルティメットアルティメット協会協会協会協会
Japan Ultimate

日本日本日本日本アルティメットアルティメットアルティメットアルティメット協会協会協会協会
Japan Ultimate

学生連盟学生連盟学生連盟学生連盟
JSFF

学生連盟学生連盟学生連盟学生連盟
JSFF

BULA

JAPAN

BULA

JAPAN

・強化委員会
・運営委員会
・学校教育
・広報/普及
・ルール/企画

など
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ＮＰＯ法人 日本フライングディスク協会

本部 〒124-0024 東京都葛飾区新小岩 4-20-24

『Flying Disc Times』VOL.89(平成 24 年 3月 31 日発行)

発行人・師岡 文男／企画 編集・企画本部

協力：日本学生フライングディスク連盟 広報部

■■■■設立年月日設立年月日設立年月日設立年月日    

2011 年 6 月 18 日 

 

■■■■問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先    

NPO 法人 日本フライングディスク協会 内 

日本アルティメット協会 事務局 

〒124-0024 東京都葛飾区新小岩 4-20-24 

Tel：03-5678-5125  Fax：03-5678-5126 

Mail：info@japanultimate.jp  URL：http://japanultimate.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


